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藤
井
…
筑
後
人

『
古
今
諸
家
人
物
志
』
（
明
和
六
年
刊
）
に

「

姓

藤

井

名

暉

字
■

号
伊
商
子
筑
後
久
留
米
人
」。

『
熙
朝
儒
林
姓
名
録
』

（
明
和
六
年
刊
）
に

「
名
蔵
、
字
季
廉
、

琥
伊
窃
子
、
又
琥
瀬
斎
」。

ま
た
、
『
諸
家
人
物
誌
』（
寛
政
四
年

刊
）
に
は

「
名
ハ
蔵
字
ハ
季
廉

―
二
伊
窃
子
卜
号
ス
筑
州
久
留
米

ノ
人
」
と
あ
る
。
但
し
、
自
著
『
北
筑
雑
聡
』（
写
本
）
中
村
易

張
祓
（
延
宝
三
年
撰
）
に
、
「
先
生
姓
餌
邊
名
玄
逸
、
字
季
廉
、

洛
陽
人
也
」
「
甲
寅
秋
承
佳
恵
、
帰
休
京
師
、
初
先
生
自
始
到
我

邦
、
三

有
一＿一
年
子
此
」
と
あ
る
所
よ
り
、
実
際
は
京
都
の
人
で
、

藤
井
戒
宅
李
底
斎
昼
又
貌
＿
伊
島
生
充
伐
人

藤
井
憬
斎

（
巻
之
四
）

雅

俗

の

会

先

哲

叢

談

衆

議

寛
永
九
年
よ
り
久
留
米
藩
に
仕
え
、
延
宝
二
年
に
京
都
へ
帰
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
史
氏
備
考
』
に
は
藤
井
瀬
斎

に
関
す
る
行
状
の
類
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

『
事
実
文
編
』
所

戚
の
安
中
侯
板
介
勝
明
撰
「
悧
斎
藤
井
先
生
他
」
は
、
年
代
的
に

『
先
哲
叢
談
』
の
記
事
を
参
考
に
因
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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悧
喬

□

―
臭
名
部
忠

以
＾
格
忍
室
久
留
:
俣

t来
一
病

•

~~~

,

1 

渚

富

羹
0

以
ら
誓
企
感
大
慨
惑
抜
ふ
勺
ぷ

含
ゃ
卑
、
條
●
儒
象
叱
於
追
面
先
生
祈
衷
迅
涛
予
京
西
も

，
 

翠
兵
超
然
絶
屯
ふ
六
茫
心
釜
高
．
熱
性
氾
1
-
4
行
豪
滋

□

9
印
ぶ

ー

憔
斎
初
稲
真
名
部
忠
惹

『
古
今
諸
家
人
物
志
』
に

「初
名
下

名

部

号

仲

惹
」。

『
諸
家
人
物
誌
』
に
、
「初
メ
忠
庵
卜
号
、
ソ
」。

連
載
そ
の
四
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遊
佐
木
斎
「
答
室
直
梢
第
一i
也
」
（
元
禄
九
年
十
月
『
神
偏
間

答
』
〈
小
野
品
人
校
訂
雄
山
閣
昭
和
卜
四
年
〉
所
載
）
に
、

「
京
師
布
藤
片
伽
斎
者
、
年
ヒ
ト
打
除
、
初
餌
邊
仲
庵
」
と
あ
る
。

『石
原
家
記
』
所
載
の
伽
斎
作
「
哀
詞
」
（
究
文
ヒ
年
撰
）
題
名

F
小
占
に
は
、
「
間
部
仲
庵
述
久
留
米
御
暇
ノ
後
藤
井
闇
斎
卜

改
ル
」
と
あ
る
。

以
騒
術
：
専
修
儒
業
雨
森
芳
洲

『
橘
窓
茶
話
』
（
延
享
四
年

序
）
に
、
「
藤
伽
斎
以
レ
啓
仕
久
留
米
侯
1

。
一
日
誤
川
楽
餌
,o

告
レ
官
自
闘
終
身
隠
居
」
と
あ
る
。
だ
が
、
『
北
筑
雑
秘
』
に
は
自

ら
、
「
将
二
病
ヲ
以
テ
帰
老
セ
ソ
ト
ス
」
と
言
い
、
同
占
中
村
易

張
跛
に
も
「
延
究
癸
丑
春
、
先
生
以
病
致
仕
、
且
乞
骸
凡
1
」
と
あ

る
。
『
米
府
年
表
』
も
、
「
晩
年
病
を
以
て
致
仕
す
」
と
す
る
。

な
お
、
餡
久

二
郎
「
分
限
帳
等
に
見
る
久
留
米
溜
医
（
稿
）
」

(

1

久
留
米
郷
土
研
究
会
誌
」
第
三
号

昭
和
四
卜
九
年
六
月
）

に
よ
れ
ば
、
『
究
文
六
午
年
御
家
中
分
限
帳
』
に
、
「
こ
5

回
三
百
石

軍
役
無
し
医
師
其
辺
仲
庵
弐
拾
人
扶
持
此
米
三
拾
六
石

但
壱
ケ
年
分
」
と
あ
り
、
『
廃
家
録
』
に
は
、
「
慈
源
院
様
御
代

三
面
石
弐
拾
人
扶
持
御
医
師
依
願
御
暇
真
辺
仲
庵
」
と
あ
る

と
い
う
。

晩
…
鳴
瀧
村
京
都
嗚
瀧
の
泉
谷
西
寿

m‘に
あ
る
給
碑
に
、

「
因
廼
穿
一
卵
於
考
批
玄
殿
之
側
」
と
あ
る
。
ま
た
、
武
腐
廉
斎

著
『
月
下
記
』
（
元
禄
八
年
自
序
）
に
は
、
「
洛
に
登
り
て
姓
名
を

更
め
老
の
硲
近
く
に
林
居
せ
り
」
と
あ
る
。
な
お
、
悧
斎
の
久
留

米
藩
致
仕
は
延
宝
二
年
（
前
述
）
で
あ
る
が
、
元
禄
八
年
頃
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
長
岡
恭
斎
「
謝
悧
斎
藤
徴
君
占
」
（
『
扶
桑
名
骰

文
集
』
巻
五
）
に
は
、
「
向
万
追
観
往
時
、
皮
幽
居
子
洛
下
永
昌
坊

側
之

n‘
憑
皿
率
之
佳
合
、
僕
亦
陪
席
、
黙
而
屈
指
凡
卜
又
丘
螢
」

と
あ
る
の
で
、
延
宝
末
年
前
後
に
は
水
晶
坊
近
辺
に
住
し
た
も
の

三
条
よ
り
四
条
誓
四
町
朱
布
辿
よ

二
坊
い

か
。
水
畠
坊
は
「

一
坊
り
大
宮
迄
中
に
四
条
坊
門
あ
り
。

翫
5

三
坊
紐
翡
3
り

四

坊

贔

m
5り
凡
て
六
卜
四
町

を
水
日
界
坊
と
い
ふ
」（『
京
の
水
』
）
。

・' 

應
碕
本
榮
氣
人
定
益
嗽
恥
争
＾
年
今
項
ー
来
闇
東
庶
俎
立
5

I

I

 

則
兼
冠
甜
至
州
冬
，
芯

9生
急
復
成
｀
灸
宝
庖
祟

'

,
 

岱
佐
某
喜
藤
井
應
知
合
ホ
閲
其
へ
紺
池
布
T

直

柊

．
 

京
師
未
仕
苅
索
斌
甑
裕
裂
血
靖
謡
其
多
別
言
有
＞
終

-
g

子

1
出
ぃ
I
土
困
ぃ
〗
i
i
i心
因
又
＿

其
す
府
條
昇
今
不
丸
面
位
．索
ん
｛
泳
慨
然
曰
束
都
生
布

＇ 
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上ふrい汀

室
鳩
巣
輿
遊
佐

鳩
巣
「
答
遊
佐
次
郎
左
衛
門
第
三
杏
」

（
元
禄
十
年
閏
二
月
）。

但
し
、
『
神
佐
問
答
』（
雄
山
閣
）
に
よ

れ
ば
、
「
伽
斎
年
八
十
除
。
有
子
門
圏
平
…
」
以
下
の
部
分
は
、

『
逸
篇
旭
巣
文
集
』
所
収
の

「
答
遊
佐
次
郎
左
衛
門
第
三
古
」
の

み
に
存
し
、
他
本
所
収
の
も
の
に
は
な
い
と
い
う
。
『
逸
篇
鳩
巣

文
集
』
は
未
詳
。

藤
井
憬
斎
…
亦
不
禁

〈
本
文
異
同
＞
校
訂
は

『
神
佑
問
答
』

（雄
山
閣
）
所
載
の
も
の
に
よ
っ
た

。

東
都
ー
—

江
都
。

在
京

ー
京

。

足
下
所
絶
ー
—
此
足
下
所
絶
。

有
子
名
圃
平
I

有
子

日
圏
平
。
天
下
之
形
勢
I

天
下
形
勢
。

圏
平

石
井
久
夫

「
長
沼
流
兵
法
系
譜
」（

日
本
兵
法
全
集
4

『
長
沼
流
兵
法
』

〈
昭
和
四
十

二
年
十
月
人
物
往
来
社
＞
所
収
）

は
、
七
岐
光
春
の
門
弟
と
し
て
藤
井
理
定
を
学
げ
、
「
通
称
は
団

平
、
号
は
象
水
。
京
都
の
伯
者
藤
井
悧
斎
の
次
子
。
初
め
滸
斎
の

門
人
、
の
ち
ヒ
岐
よ
り
免
許
、
『
兵
法
録
活
川
弁
』
を
著
わ
す
」

と
注
記
す
る
。
こ
の
記
事
は

「
戯
和
藤
井
象
水
題
長
民
子
低
居
」

（『
前
篇
鳩
巣
先
生
文
集
』
巻
之
ヒ
所
収
）
詩
題
下
割
注
に

「
象

水
ハ
伊
腐
先
生
ノ
長
子」

と
あ
る
の
と
矛
盾
す
る
が
、
伽
斎
著
の

随
筆

『
睡
余
録
』（
写
本
）
に
は
、
「
余
与
次
子
理
共
現
之
」
と
あ

る
の
で
、
悧
斎
の
次
男
と
す
る
の
が
正
し
い
。
室
鳩
巣

「答
遊
佐

次
郎
左
衛
門
第
三
屯
り」（『
前
篇
旭
巣
先
生
文
集
』
巻
之
ヒ
所
収
）

は
引
用
部
の
後
に
、
「
団
平
典
父
同
居
仁
和
寺
傍
」
と
あ
る
。
長

男
は
、
『
睡
余
録
』
に

「
長
子
敬
日
」
と
見
え
る
敬
。
長
男

・
次

男
の
砥
碑
は
、
京
都
泉
谷
西
寿
寺
の
悧
斎
蘇
碑
の
向
か
っ
て
左
隣

に
並
び
建

っ
て
い
る

（近
年
移
設
し
て
お
り
、
『
京
都
名
家
墳
筵

録
』
の
記
述
と
は
異
な
る
）。

碑
銘
は
、
長
男
の
錨
碑
に

「（
表
）

革
軒
真
子
剛
之
墓

（裏
）
姓
真
邊
氏
諒
敬
節
／
字
子
剛
賊
革
軒
／

究
氷
六
年
五
月
十
七
日
歿
」
、
次
男
の
磁
碑
に

「
象
水
＋
膝
叔
観

之
鎚
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の
他、

「哀
詞
」（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、

瀬
斎
に
は
夭
折
し
た

一
女
信
が
あ

っ
た
。

操
軒

米
川
操
軒
。
偏
者
。
延

ハ

年

没

、
五

二
歳
。

宅
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寄
斎
、
山
崎
閻
斎
、
中
江
藤
樹
ら
に
学
ん
だ
後
、
朱
＋
学
に
帰
し
、

瀬
斎
ら
に
近
づ
い
た
。

楊
斎

中
村
楊
斎
。
伯
者
。
元
禄
十
五
年
没
、
七
十
四
歳
。

『
中
村
楊
斎
全
集
』

（写
本
）
に
は
「
答
瀬
斎
先
生
」
他
多
く
の

瀬
斎
と
の
占
簡
が
掲
載
さ
れ
る
。
悧
斎
は
、
楊
斎
没
後
の
『
楊
斎

先
生
行
状
』
（
増
田
立
軒
撰
、
延

二
年
刊
）
に
も
践
文
を
寄
せ
た
。

、

6

痴
¢
淡
爽
浮
屠
問
際
筆
記
夕
罵
烹
紐
似
ぷ
名
珠
叶
元
政
ー以

芹
軋
者
と
焦
以
孔
所
北
杯
氏
二
十
四
未
取
天
安
寺
祭

也
，

-

1

 

鉗
謂
一を
か
菜．
知赤
j
-

閑
際
筆
記

正
徳
五
年
刊
。
一
＿
＿
巻
七
冊
。
『
睡
余
録
』
よ
り
抜

き
出
し
、
漢
文
を
狡
字
カ
ナ
交
じ
り
文
に
改
め
た
も
の
。
市
占
反

生
「
『
閑
際
下
記
』
を
め
ぐ
っ
て
—
ー
出
版
規
制
の
問
題
ー
」

（「
国
文
白
百
合
」
ニ
ト

一

平

成
二
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
正

徳
五
年
五
月
刊
の
後
、
同
年
九
月
に
早
く
も
記
事
の
削
除

・
差
し

替
え
を
行
っ
た
修
訂
本
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
天
明
三
年
に
は

『
和
撲
太
平
広
記
』
と
改
題
さ
れ
た
。

深
井
元
政

炭
詩
人

・
歌
人

・
仏
俯
。
究
文
八
年
没
、
四
卜
六

歳
。

以
孝
聞
者
也

『
続
近
世
崎
人
伝
』
巻

「
僧
元
政
」
の
條
に

は
、
「
後
父
母
の
舎
を
寺
の
傍
に
ま
う
け
て
称
心
庵
と
名
づ
け
、

孝
投
お
こ
た
る
こ
と
な
し
。
父
行
年
八
十
七
に
し
て
終
る
。
母
と

し
七
十
九
に
及
び
て
、
身
延
山
に
詣
む
こ
と
を
告
ら
れ
し
か
ば
、

師
た
す
け
て
と
も
に
ま
う
づ
。
此
時
、
身
延
紀
行
あ
り
。
後
母
も

ま
た
八
十
七
に
て
終
ら
る
。
其
ニ
ヒ
日
よ
り
師
に
は
か
に
病
に
ふ

し
、
つ
ひ
に
起
ざ
る
を
詑
給
へ
は
、
諸
徒
弟
に
遣
戒
し
、
自
投
荼

羅
を
占
し
、
弟
子
恵
明
に
附
屈
し
て
法
嗣
と
す
。
明
年
遷
化
の
前

一
日
、
父
母
の
絡
に
大
に
法
華
の
首
題
を
占
し
給
ふ
。」

な
ど
と

あ
る
。

繹
氏
二
十
四
孝

一
巻

一
冊
。
承
応
四
年
自
序
、
寛
文
十
年
刊
。

謂
元
政
為
不
知
孝
道

『
閑
際
宜
記
』
巻
中
に
、

「元
政
繹
氏

二
十
四
孝
二

。
大
安
寺
ノ
榮
好
ヲ
取
。
好
ガ
母
ヲ
投
也
毎
日
常
レ

午
テ
飯
ヲ
解
院
二
受
。
而
一
人
之
食
ヲ
分
四
卜
為
。
一
分
ハ
母
二

奉
。
一
分
ハ
童
二
典
。
一
分
ハ
行
弔
二
施
。
一
分
ハ
身
喫
。
其
身

ヲ
忘
テ
物
ヲ
愛
ス
ル
可
ナ
リ
ト
。
甚
、
ソ
イ
哉
好
ガ
母
ヲ
待
コ
ト
ノ

薄
ヤ
。
恩
行
弔
二
等
。
如
撲
ノ
郭
巨
三

分
猶
話
《
レ之。

将
其
兒

ヲ
埋
ト
ス
。
況
四
分
ヲ
乎
。
元
政
稲
レ
之
。
佛
徒
ノ
不
レ
知
レ
孝
コ

レ
ヲ
観
テ
見
ペ
シ
」
と
あ
る
。

220 



本
朝
孝
子
偉

和
四
年
序
。
三
巻
ヒ
冊
゜

本
朝
諫
諄
録

『
同
朝
諌
評
録
』
を
指
す
か
。

は
貞
享
五
年
刊
。
二
巻
二
冊
゜

孝
子
偉
合
倭
文
有
三
版

『
本
朝
孝
子
伝
』
と
そ
の
仮
名

は
四
つ
以
上
の
版
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
所
見
の
範
囲
で
諸

本
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
に
留
め
る
。
ま
ず
、

『
本
朝
孝
子
伝』

は
、

『国
t
り総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
天
和
四
年
版
、
貞
享
二
年
版
、

貞
享
――一
年
版
、
貞
享
四
年
版
が
あ
る
。
天
和
四
年
版
と
さ
れ
て
い

る
も
の
に
は
、
旧
彩
考
館
蔵
本
、
教
脊
大
学
本
、
大
阪
府
石
崎
文

叩
本
が
あ
る
。
教
育
大
学
本

（現
在
筑
波
大
学
蔵
）
は
、
上
中
二

冊
の
み
の
端
本
で
あ
る
。
天
和
四
年
版
と
さ
れ
た
の
は
、
自
序
末

に

「
天
和
之
第
四
恐
也
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
採

っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
同
t
り第
八
巻

「
補
遣
」
で
本
t
いが
天
明
四
年
版
と
改
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ー
ド
目
録
の
誤
記
を
そ
の
ま
ま
採

っ
て
し

ま

っ
た
も
の
か
。
な
お
筑
波
大
学
に
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
の
ツ
レ に

rj7iil 歳駁否
筒寿多

I百子 1叫
む1専 1 l-~1
徒性臼而
I殊、佑＇木
州＇文朝
拍布＇孝
、凡iュニ 手
-11~ 放~ i専。
ーrf木
If .~ 謂 , ~月1

婆I"いl
心知玲

不］如鍬
ぁ入志
庶和存
溢1忠祠'
叫恙慶£
必録、；ぷ

『
国
朝
諫
評
録
』

と
思
わ
れ
る
下
巻
の
み
の
端
本
が
あ
り
、
そ
の
刊
記
に
は

「貞

三
丙
寅
年
八
月
吉
辰
」
と
あ
る
。
石
崎
文
叩
本
は

『
石
崎
文
叩
目

録
』
で
は
、
貞
享
＝一
年
刊
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

『
国
因

総
目
録
』
に
天
和
四
年
版
と
さ
れ
て
い
る
諸
本
は
、
何
ら
か
の
理

由
で
序
文
の
年
記
を
刊
年
と
認
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に

は
貞
享
二
年
刊
ま
た
は
同
三
年
刊
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

貞
享

二
年
版
は
、
三
巻
七
冊
。
刊
記

「貞
享

二
乙
丑
歳
卜
月
吉
日

西
村
孫
右
衛
門
板
行
」。

柱
刻

「本
朝
孝
子
側
」。

同
年
刊
本
に
は
、

三
巻
―-＿
冊
に
仕
立
て
直
し
た
後
印
本
が
あ
る
。
貞
享
三
年
版
は
、

刊
記

「
貞
享
三
丙
貨
年
八
月
吉
辰
／
西
村
孫
右
衛
門
板
行
」。

柱

刻

「
扶
桑
孝
子
他
」。

貞
亨
二
年
刊
本
と
は
明
ら
か
に
別
板
で
、

本
文
に
も

一
部
異
同
が
あ
る
。
貞
享
三
年
刊
本
に
は
、
刊
記
の

「
西
村
：．
」
以
下
を
削
り
、
奥
付
を
付
し
た
後
印
本
が
あ
る
が
、

そ
の
奥
付
に
も
数
種
有
り
、
刷
り
を
重
ね
ら
れ
た
事
が
判
る
。
貞

享
四
年
版
と
し
て
載
る
の
は
鹿
児
島
大
学
玉
里
文
庫
本
の
み
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
次
に
述
べ
る

『
仮
名
本
朝
孝
子
伝
』
の

一
本
で
あ

る
。
次
に
、
念
斎
が

「倭
文
」
と
言
う
の
は
、

『
本
朝
孝
子
伝
』

を
仮
名
に
改
め
た
『
仮
名
本
朝
孝
子
伝
』

（貞
享
四
年
刊
）
の
こ

と
で
あ
る
。
『
国
F
9
総
目
録
』
に
は
、
貞

四

年

版

、

永
五
年
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版
、
明
和
七
年
版
を
学
げ
る
。
所
見
無
窮
会
織
田
文
庫
本
は
、
一―

巻
ヒ
冊
。
刊
記

「
貞
享
四
丁
卯
年
／
丘
月
吉
祥
日
森
田
長
左
衛

門
」。

な
お
こ
の
他
に

『
仮
名
本
朝
孝
千
伝
』
の
内
よ
り

二
十
四

話
を
選
び
、
鳥
井
消
信
の
挿
絵
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
絵
入
新

版
本
朝
ニ
ト
四
孝
』
（
元
禄
卜
年
flj
)
が
あ
る
。
〈
参
＞
井
上
敏

幸
「
近
世
的
説
話
文
学
の
誕
生
」
（
『
説
話
文
学
の
世
界
』
昭
和
六

十
二
年
十

一
月

世

界

思

想

社
）、
同

「
孝
子
婦
伝
」（
『
福
岡
県

史
』
通
史
編
福
岡
藩
文
化

(F
)

平
成
六
年
三
月
）

大
和
為
善
録

元
禄
二
年
刊
。
三
巻
三
冊
。
外
題
は

『
和
洩
為

善
録
』
。

蔵
笥
百
首

三
巻
六
冊
。
延
宝
六
年
刊
か
。

に
は
万
治
年
間
版
と
す
る

一
本
を
も
載
せ
る
。

徒
然
舛
摘
義

貞
享
五
年
刊
。
三
巻
三
冊
゜

丁
ぶ
序
[
2頃
炉

へ

私
り
も
司

此

Ji
バ
詞
岳
h砂
人
之
住

9

9

9

,
 

亨
菜
迅
炎
＆
ざ
菜
沿
ぷ
之
他
a
維

tt

―

ー

蒼
不
~
以
鵡．
沿
忍之ー

ニ
十
年
終-

魚
心
4

畔
白
居
あ
衷
ふ

ー

、

)
し
詞
云
守
祖
’
朽
荘
困
人
凶
瓶
む
屯
心
北

憬
斎
嘗
…
信
哉

『
閑
際
筆
記
』
巻
中
「
余
袢

州
二
仕
。
屋

『
国
占
総
目
録
』

悩
ヲ
受
。

人
来
告
テ

。
是
凶
宅
ナ
リ
。
以
居
コ
ト
ナ
カ
レ

ト
。
日
何
ヤ
。
曰
主
二
不
レ
利
。
数
主
皆
厄
窟
二
遭
卜
。
余
以
謡

ト
セ
ズ
、
ソ
テ
。
之
居
コ
ト

ニ
ト
餘
年
。
遂
生
ナ
ガ
ラ
京
師
二
溢
コ

ト
ヲ
獲
。
白
居
易
凶
宅
詩
ア
リ
曰
。
寄
レ語
家
輿
レ
國
。
人
凶
非
――

宅

凶

卜
。
信
ナ
ル
哉
」
に
よ
る
。

寄
語
家
興
國
人
凶
非
宅
凶

『
白
氏
文
集
』
巻
第

一
「
凶
宅
詩
」。

I

I

I

,

＇

T

ー

r

・

人
成
吋
叫
瀕
斎
[
3
ん
含
・
某
免
失
息
迦
女
土
佐
野
中
氏
是

一
臼
朽
し泳子とや不ゃ
§-11

人
或
：
．
危
國
也

『
閑
際
品
』
巻
下

「
或
人
開
レ余
曰
。
為

↓

朱
＋
之
爪
テ
者
大
概
急
迫

二
侶
。
上
州
之
臣
。
埜
中
氏
執
政
以
其

國
ヲ
危
ス
ル
ガ
如
姑
ナ
リ
。
故
二
吾
近
来
朱
子
ノ
占
ヲ
韻
ヲ
不
レ

肯
。
余
ガ
日
埜
中
氏
朱
十
甚
ヲ
泣
。
朱
＋
之
ゆ
ヲ
不
レ會
。
所

以

危
ーレ
國
ナ
リ
。
今
＋
以
印
疋
朱
占
ヲ
晶
無
卜
欲
。
猶

視

レ嘘
限
ーレ

食
。
又
猶
r
視
凩
／
剣
而
不
巳
力
者

5
恩
吾
剣
術
L°

剣
術
媒
令
；

人
怯
一乎
」
に
よ
る
。

土
佐
野
中
氏

野
中
兼
山
。

失
脚
、
同
年
没
。
四
十
九
歳
。

チ土
佐
藩
家
老

・
仙
者
。
究
文
三
年
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鳩
巣
之
思
親
詩

親
十

「
答
室
直
梢
第

『
前
篇
鳩
巣
先
’
ーー文
集
』
巻
之
四

「春
日
思

首
」
を
指
す
か
。

鳳
凰
…
容
儀

『
前
篇
旭
巣
先
生
文
集
』
巻
之

伊
莉
先
生
藤
井
徴
君
」
。
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

憬
斎
所
交
皆
以
篤
學
稲
者
也

・い」
に

「
操

「
古
風

首

應
杞
如
訂
＆
的
？
，姐
ぷ
む
川
井
正
直
―
ー
十
七
戌
ト
噸

ロ甑

ll灯名
i-成
和
叫
刑

t-応

閏
斎
序
杏
塁
手
住
ao
伊
北
藤
丈
ん
患
文
面
知
9

人

而
着
兄
亨
必

、

軒
楊
斎
之
所
友
也
」
、
『
橘
窓
茶
話
』
巻
中
に

「
余
帝
卿
時
、
米
川

骰
兵
衛
、
中
村
迪
斎
、
藤
井
悧
斎
、
倶
以
純
根
、
教
授
京
師
、
信

従
者
衆
」
と
あ
る
。

川
井
正
直

仰
者
。
延
宝
五
年
没
、
七
十
七
歳
。

憬
斎
為
作
行
状

『
本
朝
孝
子
伝
』
巻
下
の
五
に
は
、
孝
子
と

し
て
川
井
正
直
の
伝
が
載
る
。
父
母
の
葬
像
を
佑
式
に
よ
り
行

っ

た
。米
川
操
軒
一
歳
長
仲
咄
楊
斎
一
歳
少

悧
斎
の
生
年
は
、
『
楊

斎
先
生
文
集
』
巻
二
に
、
「
丙
子
正
月
滋
悧
斎
先
生
八
卜
歳
」
と

あ
り
、
こ
れ
よ
り
、
元
和
三
年

(
-
六

一
じ
）
生
と
わ
か
る
。
つ

ま
り
、
実
際
は
究
永
六
年

（一

六
二
九
）
生
の
楊
斎
は
、
瀬
斎
よ

り

一
歳
年
下
な
の
で
は
な
く
、
十
二
歳
年
下
で
あ

っ
た
。
だ
が
、

こ
こ
で
楊
斎
が
悧
斎
よ
り

一
歳
若
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

川
井
正
直

（

長
六
年

〈

ハ
0
1
>
生
）

・
米
川
操
軒

（究
永
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四

年

〈

こ

一七
＞
）
に
つ
い
て
の
記
述
な
ど
を
考
え
併
せ
れ

ば
、
念
斎
は
伽
斎
を
究
永
五
年
(
-
六
二

八
）
生
れ
と
理
解
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
伽
斎
の
生
年
を
示
唆
す
る
記
述
と
し
て
、

『
楊
斎
先
生
行
状
』
所
収
の
藤
井
瀬
斎
「
占
仲
敬
甫
行
状
之
後
」

に
、
「
嗚
呼
敬
甫
不
逮
減
狗
馬
之
年
者

一
紀
」
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
究
永
六
年
(
-
六
―

ヒ
）
生
の
中
村
楊
斎
に
対
し
、
元
和
三

年
（
ニ
ハ
ニ
九
）
生
の
瀬
斎
は
、
楊
斎
よ
り
十

二
歳
年
長
と
い
う

怠
味
で
「

一
紀
」
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
一
紀
」
は
、

一
年
と
い
う
慈
味
と
十
二
年
と
い
う
意
味
の
両
方
を
持
つ
語
で
あ

る
。
念
斎
は
瀬
斎
の
年
齢
を
徴
す
る
に
あ
た
っ
て
こ
の
部
分
を
利

用
し
た
も
の
の
、
瀬
斎
の
邸
図
す
る
所
に
反
し
、
「
一
紀
」
の
語

を

一
年
と
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
悧
斎
を
楊
斎
よ
り

一
年
早

い
究
永
五
年
生
と
誤
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

楊
斎
序
本
朝
孝
子
偉

「
本
朝
孝

f
他
後
叙
」。

貞
享
元
年
五

月
撰
゜伊
嵩
腺
丈
人
・
：
兄
事
也

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。,

．

，

 

ー

於
姓
森
井
幻
忍
遁
署
烹
凡
瓜
が
必
ふ
愈
ふ
布
，人
於
瓜

ー

1
,
-
l
'
1
,
1
•
1
J

字
省

tt，む
此
ャ
杢
峨
甑
斎
凡
＄
’
峰
む
諫
許
絆
自

If

り

9

題
署
…
省
卿
也

「
孝
経
示
蒙
句
解
序
」
に
は

「

元

禄

五

月
穀
日
／
伊
席
＋
膝
滅
季
廉
序
」
と
あ
る
。
ま
た
『
楊
斎
先
生
行

状
』
の
「
ftは
仲
敬
甫
行
状
之
後
」
に
は
「
元
禄
癸
未
季
反
中
料
伊

高
子
膝
戚
」
と
あ
る
。

伊
萬
子
腺
滅
季
廉

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

少
男
藤
井
理
定

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

象
水
忍
直
ぶ
和
釘

5
如
因
ボ
割
詞
i／
尤
出
判＇幻＇
的
叫

7
魯
11汁
束
枷
昭
莉
什
物
雄
:K召

知

甲

知，也
瓜
心

ー

痘

祟

斐

―元
洛
あ
お
士
有
涼
瓜
何
東
英
村
差
じ
庫`
バび
―

1

,

＇’ 

淋

-11
高
忍
ー
屯
免
将
T
索
す
因
胸
中

9
9
 象

水
者
憬
斎
長
子
也

「
戯
和
藤
井
象
水
題
子
偏
居
」
詩

題
下
割
注
「
象
水
ハ
伊
甜
先
生
ノ
長
＋
」
に
よ
る
。
「
限
平
」
の

項
参
照
。

譲

足
：
腹
中

「
戯
和
藤
井
象
水
題
長
民

f
低
居
」
本
文
末
割

注
。
〈
本
文
異
同
＞
な
し
。

言
汀
tiふー
因
号

ー
1

沖
理
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洛
西
…
胸
中

異
同
〉
な
し
。

（
勝
又
基

「
戯
和
藤
井
象
水
題
長
民
子
僑
居
」
。

補
注藤
井
憚
斎
の
没
年
に
つ
い
て
は
、
宝
永
六
年
八
十
二
歳
没

（
『
国
史
大
辞
典
』
）
、
宝
永
六
年
九
十
二
歳
没
（
『
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
』
）
、
宝
永
二
年
八
十
八
歳
没
（
『
久
留
米
人
物
誌
』
）
な
ど

諸
説
あ
る
。
そ
の
内
、
関
田
駒
吉
「
藤
井
願
斎
の
没
年
」
（
「
伝
記
」

六
の
九
十
昭
和
十
四
年
）
は
、
谷
秦
山
『
秦
山
日
抄
』
中
の
記

事
よ
り
宝
永
六
年
九
十
三
歳
没
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
を
船
木
麻

由
「
藤
井
憫
斎
の
文
学
観
」
（
「
香
椎
潟
」
三
十
三
昭
和
六
十
二

年
九
月
）
は
、
『
月
下
記
』
に
あ
る
「
寿
九
十
有
三
に
て
棺
を
蓋

へ
り
」
と
い
う
記
事
に
よ
り
補
強
し
て
い
る
。

〈
本
文
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